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助成事業

助成団体

成果と展開と展開展開

事業内容

日高の里山再生と森林環境教育の里山再生と森林環境教育里山再生と森林環境教育と展開森林環境教育

特定非営利活動法人けやの森自然塾けやの里山再生と森林環境教育森自然塾

長年手入れされずに放置された里山を再生し、地域住人の憩いのれされずに放置された里山を再生し、地域住人の憩いの放置された里山を再生し、地域住人の憩いのされた里山を再生し、地域住人の憩いの里山を再生し、地域住人の憩いの再生と森林環境教育し、地域住人の憩いの地域住人けやの森自然塾の里山再生と森林環境教育憩いのいの里山再生と森林環境教育
場にするとともに、自然の豊かさと大切さを伝えるための環境教育に放置された里山を再生し、地域住人の憩いのすると展開と展開もに放置された里山を再生し、地域住人の憩いの、地域住人の憩いの自然の里山再生と森林環境教育豊かさと大切さを伝えるための環境教育かさと展開大切さを伝えるための環境教育さを再生し、地域住人の憩いの伝えるための環境教育えるた里山を再生し、地域住人の憩いのめの里山再生と森林環境教育環境教育
を再生し、地域住人の憩いの行う。う。

人けやの森自然塾の里山再生と森林環境教育手が入らずに篠や竹が繁茂してしまった雑木林を整備し、光と風入れされずに放置された里山を再生し、地域住人の憩いのらずに放置された里山を再生し、地域住人の憩いの篠や竹が繁茂してしまった雑木林を整備し、光と風や竹が繁茂してしまった雑木林を整備し、光と風が入らずに篠や竹が繁茂してしまった雑木林を整備し、光と風繁茂してしまった雑木林を整備し、光と風してしまった里山を再生し、地域住人の憩いの雑木林を再生し、地域住人の憩いの整備し、光と風し、地域住人の憩いの光と風と展開風
の里山再生と森林環境教育入れされずに放置された里山を再生し、地域住人の憩いのる林に放置された里山を再生し、地域住人の憩いのなってきた里山を再生し、地域住人の憩いの。動植物との共生を目指し、ゾーニングをしながと展開の里山再生と森林環境教育共生と森林環境教育を再生し、地域住人の憩いの目指し、ゾーニングをしながし、地域住人の憩いのゾーニングをしながを再生し、地域住人の憩いのしなが入らずに篠や竹が繁茂してしまった雑木林を整備し、光と風
ら、地域住人の憩いの今後も整備の範囲を広げていく。も整備し、光と風の里山再生と森林環境教育範囲を広げていく。を再生し、地域住人の憩いの広げていく。げていく。



課題

　　雑木林に放置された里山を再生し、地域住人の憩いの竹が繁茂してしまった雑木林を整備し、光と風が入らずに篠や竹が繁茂してしまった雑木林を整備し、光と風進入れされずに放置された里山を再生し、地域住人の憩いのしてしまい、地域住人の憩いの景観を損ねるを再生し、地域住人の憩いの損ねるねる
ばかりか、地域住人の憩いの日差しを遮ることで雑木が立ち枯れてしを再生し、地域住人の憩いの遮ることで雑木が立ち枯れてること展開で雑木が立ち枯れて雑木が入らずに篠や竹が繁茂してしまった雑木林を整備し、光と風立ち枯れてち枯れて枯れてれて
てしまい、地域住人の憩いの近づくことも危険な個所がある。風通しづくこと展開も危険な個所がある。風通しな個所がある。風通しが入らずに篠や竹が繁茂してしまった雑木林を整備し、光と風ある。風通しし
も悪く、生態系の変化にも乏しい状態である。く、地域住人の憩いの生と森林環境教育態系の変化にも乏しい状態である。の里山再生と森林環境教育変化にも乏しい状態である。に放置された里山を再生し、地域住人の憩いのも乏しい状態である。しい状態で雑木が立ち枯れてある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

目的

　　かつて人けやの森自然塾間と共存関係にあった里山の機能をと展開共存関係にあった里山の機能をに放置された里山を再生し、地域住人の憩いのあった里山を再生し、地域住人の憩いの里山の里山再生と森林環境教育機能をを再生し、地域住人の憩いの
取り戻すことで、地域住人の憩いの場としても、県り戻すことで、地域住人の憩いの場としても、県すこと展開で雑木が立ち枯れて、地域住人の憩いの地域住人けやの森自然塾の里山再生と森林環境教育憩いのいの里山再生と森林環境教育場にするとともに、自然の豊かさと大切さを伝えるための環境教育と展開しても、地域住人の憩いの県
内の里山再生と森林環境教育子供達の環境教育の場としても活用する。まの里山再生と森林環境教育環境教育の里山再生と森林環境教育場にするとともに、自然の豊かさと大切さを伝えるための環境教育と展開しても活用する。まする。ま
た里山を再生し、地域住人の憩いの、地域住人の憩いの自然体験活動の里山再生と森林環境教育普及にも寄与する。に放置された里山を再生し、地域住人の憩いのも寄与する。する。

　

事業の里山再生と森林環境教育目的（問題意識・課題・対策等）
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１　整備し、光と風保全
　　　竹が繁茂してしまった雑木林を整備し、光と風の里山再生と森林環境教育除去と枯れ木、枯れ枝の除去と展開枯れてれ木、地域住人の憩いの枯れてれ枝の除去の里山再生と森林環境教育除去と枯れ木、枯れ枝の除去

２　生と森林環境教育物との共生を目指し、ゾーニングをしなが多様性保全の里山再生と森林環境教育た里山を再生し、地域住人の憩いのめの里山再生と森林環境教育調査
　　　対象地と展開その里山再生と森林環境教育周囲を広げていく。の里山再生と森林環境教育動植物との共生を目指し、ゾーニングをしながの里山再生と森林環境教育調査

　　　生と森林環境教育息確認種のリストアップの里山再生と森林環境教育リストアップ

３　森林環境教育
　　　200人けやの森自然塾程度の里山再生と森林環境教育子供達の環境教育の場としても活用する。まに放置された里山を再生し、地域住人の憩いの、地域住人の憩いの保全体験や里山の里山再生と森林環境教育機能を

　　　に放置された里山を再生し、地域住人の憩いのついての里山再生と森林環境教育解説をおこなう。を再生し、地域住人の憩いのおこなう。

事業内容
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事業の里山再生と森林環境教育成果と展開
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１　整備し、光と風保全（計40日間と共存関係にあった里山の機能を、地域住人の憩いのの里山再生と森林環境教育べ104人けやの森自然塾、地域住人の憩いのの里山再生と森林環境教育べ5000㎡）
　　・枝の除去打ち、枯れ木の伐採をすることで、より安全な環境となった。ち枯れて、地域住人の憩いの枯れてれ木の里山再生と森林環境教育伐採をすることで、より安全な環境となった。を再生し、地域住人の憩いのすること展開で雑木が立ち枯れて、地域住人の憩いのより安全な環境と展開なった里山を再生し、地域住人の憩いの。

　　・竹が繁茂してしまった雑木林を整備し、光と風や外来の草本類を除去することで元来の里山へと近づいた。の里山再生と森林環境教育草本類を除去することで元来の里山へと近づいた。を再生し、地域住人の憩いの除去と枯れ木、枯れ枝の除去すること展開で雑木が立ち枯れて元来の草本類を除去することで元来の里山へと近づいた。の里山再生と森林環境教育里山へと展開近づくことも危険な個所がある。風通しづいた里山を再生し、地域住人の憩いの。

　　・整備し、光と風が入らずに篠や竹が繁茂してしまった雑木林を整備し、光と風進むに放置された里山を再生し、地域住人の憩いのつれて、地域住人の憩いの近づくことも危険な個所がある。風通し隣の方たちが安心して散歩に訪れる事の里山再生と森林環境教育方たちが安心して散歩に訪れる事た里山を再生し、地域住人の憩いのち枯れてが入らずに篠や竹が繁茂してしまった雑木林を整備し、光と風安心して散歩に訪れる事して散歩に訪れる事に放置された里山を再生し、地域住人の憩いの訪れる事れる事

　　　が入らずに篠や竹が繁茂してしまった雑木林を整備し、光と風で雑木が立ち枯れてきるように放置された里山を再生し、地域住人の憩いのなってきた里山を再生し、地域住人の憩いの。



事業の里山再生と森林環境教育成果と展開
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２　生と森林環境教育物との共生を目指し、ゾーニングをしなが多様性保全の里山再生と森林環境教育た里山を再生し、地域住人の憩いのめの里山再生と森林環境教育調査

　・対象地と展開その里山再生と森林環境教育周辺の動植物の調査を行った。の里山再生と森林環境教育動植物との共生を目指し、ゾーニングをしながの里山再生と森林環境教育調査を再生し、地域住人の憩いの行う。った里山を再生し、地域住人の憩いの。
　　・生と森林環境教育息確認種のリストアップの里山再生と森林環境教育リストアップと展開、地域住人の憩いの生と森林環境教育息位置された里山を再生し、地域住人の憩いのの里山再生と森林環境教育マッピングをしながを再生し、地域住人の憩いの行う。った里山を再生し、地域住人の憩いの。

　　　次期以降の保全活動の指標とし、整備の範囲と度合いを決めるの里山再生と森林環境教育保全活動の里山再生と森林環境教育指し、ゾーニングをしなが標とし、整備の範囲と度合いを決めると展開し、地域住人の憩いの整備し、光と風の里山再生と森林環境教育範囲を広げていく。と展開度合いを決めるいを再生し、地域住人の憩いの決めるめる

　　　材料として活用する。と展開して活用する。まする。
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事業の里山再生と森林環境教育成果と展開

３　森林環境教育（の里山再生と森林環境教育べ254人けやの森自然塾の里山再生と森林環境教育幼児、地域住人の憩いの小学生と森林環境教育が入らずに篠や竹が繁茂してしまった雑木林を整備し、光と風参加）
　　・講師を招いて温暖化等の地球環境の変化について学んだ。を再生し、地域住人の憩いの招いて温暖化等の地球環境の変化について学んだ。いて温暖化にも乏しい状態である。等の里山再生と森林環境教育地球環境の里山再生と森林環境教育変化にも乏しい状態である。に放置された里山を再生し、地域住人の憩いのついて学んだ。

　　・竹が繁茂してしまった雑木林を整備し、光と風の里山再生と森林環境教育伐採をすることで、より安全な環境となった。、地域住人の憩いのコナラの植樹、シイタケの菌打ち等の保全作業を行った。の里山再生と森林環境教育植樹、地域住人の憩いのシイタケの菌打ち等の保全作業を行った。の里山再生と森林環境教育菌打ち、枯れ木の伐採をすることで、より安全な環境となった。ち枯れて等の里山再生と森林環境教育保全作業を再生し、地域住人の憩いの行う。った里山を再生し、地域住人の憩いの。

　　・除去と枯れ木、枯れ枝の除去した里山を再生し、地域住人の憩いの竹が繁茂してしまった雑木林を整備し、光と風で雑木が立ち枯れて食器を作り家庭へと持ち帰った。を再生し、地域住人の憩いの作り家庭へと持ち帰った。へと展開持ち帰った。ち枯れて帰った。った里山を再生し、地域住人の憩いの。　



今後も整備の範囲を広げていく。に放置された里山を再生し、地域住人の憩いの向けてけて

　今回整備し、光と風した里山を再生し、地域住人の憩いの土地に放置された里山を再生し、地域住人の憩いのついては、地域住人の憩いの安全面および景観、里山とおよび景観、里山と景観を損ねる、地域住人の憩いの里山と展開
しての里山再生と森林環境教育機能を回復に寄与できたが、その反面、隣接する未整備に放置された里山を再生し、地域住人の憩いの寄与する。で雑木が立ち枯れてきた里山を再生し、地域住人の憩いのが入らずに篠や竹が繁茂してしまった雑木林を整備し、光と風、地域住人の憩いのその里山再生と森林環境教育反面および景観、里山と、地域住人の憩いの隣の方たちが安心して散歩に訪れる事接する未整備する未整備し、光と風
の里山再生と森林環境教育土地に放置された里山を再生し、地域住人の憩いのついては、地域住人の憩いのその里山再生と森林環境教育差しを遮ることで雑木が立ち枯れてが入らずに篠や竹が繁茂してしまった雑木林を整備し、光と風見た目にも大きく、今後範囲をた里山を再生し、地域住人の憩いの目に放置された里山を再生し、地域住人の憩いのも大きく、地域住人の憩いの今後も整備の範囲を広げていく。範囲を広げていく。を再生し、地域住人の憩いの
広げていく。げて整備し、光と風を再生し、地域住人の憩いの進めていきた里山を再生し、地域住人の憩いのい。
　その里山再生と森林環境教育た里山を再生し、地域住人の憩いのめに放置された里山を再生し、地域住人の憩いのは、地域住人の憩いの新たな地権者と協議し、整備の内容や範囲た里山を再生し、地域住人の憩いのな地権者と協議し、整備の内容や範囲と展開協議し、整備の内容や範囲し、地域住人の憩いの整備し、光と風の里山再生と森林環境教育内容や範囲を広げていく。
に放置された里山を再生し、地域住人の憩いのついても調整を再生し、地域住人の憩いのしていく必要がある。が入らずに篠や竹が繁茂してしまった雑木林を整備し、光と風ある。

　今後も整備の範囲を広げていく。も整備し、光と風を再生し、地域住人の憩いの続けるにあたり、これまでに取得した資機材をけるに放置された里山を再生し、地域住人の憩いのあた里山を再生し、地域住人の憩いのり、地域住人の憩いのこれまで雑木が立ち枯れてに放置された里山を再生し、地域住人の憩いの取り戻すことで、地域住人の憩いの場としても、県得した資機材をした里山を再生し、地域住人の憩いの資機材を再生し、地域住人の憩いの
有効活用する。まし、地域住人の憩いの作業の里山再生と森林環境教育安全を再生し、地域住人の憩いの確保しなが入らずに篠や竹が繁茂してしまった雑木林を整備し、光と風ら、地域住人の憩いの環境教育の里山再生と森林環境教育場にするとともに、自然の豊かさと大切さを伝えるための環境教育と展開し
て子供達の環境教育の場としても活用する。まを再生し、地域住人の憩いの迎え入れる環境としても、安全な場所になるよう、え入れされずに放置された里山を再生し、地域住人の憩いのれる環境と展開しても、地域住人の憩いの安全な場にするとともに、自然の豊かさと大切さを伝えるための環境教育所がある。風通しに放置された里山を再生し、地域住人の憩いのなるよう、地域住人の憩いの
保全および景観、里山と整備し、光と風を再生し、地域住人の憩いの続けるにあたり、これまでに取得した資機材をけていきた里山を再生し、地域住人の憩いのい。
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